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けいはんな市民雑学大学と
けいはんな学研都市活性化促
進協議会は、けいはんな市民
雑学大学を開きます。
日にち＝ 3月 25 日㈯
時間＝午後 2時～ 4時
場所＝けいはんなプラザ

（精華町）
テーマ＝京阪奈の城に歴史
を読む

講師＝城郭考古学者・奈良
大学教授の千田嘉博さん（＝
写真）
定員＝先着 100 人
受講料＝ 100 円
申し込み＝不要
問合せ先＝▼けいはんな市
民雑学大学・
渡辺（☎ 090-
7880-6787）▼
けいはんな学
研都市活性化
促 進 協 議 会
（☎ 95-5034）

京
田
辺
の
お
茶
を
考
え
る
会
は
、

品
評
会
に
出
品
す
る
茶
葉
を
手
摘
み

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
出
品
茶
支
援

隊
」
を
募
集
し
ま
す
。

今
年
は
、
全
国
茶
品
評
会
が
長
崎

県
で
、
関
西
茶
品
評
会
が
愛
知
県
で

開
か
れ
ま
す
。
全
国
茶
品
評
会
で
、

京
田
辺
玉
露
が
日
本
一
の
産
地
賞
を

奪
回
で
き
る
よ
う
、
品
評
会
に
出
品

す
る
お
茶
の
手
摘
み
を
手
伝
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
初
め
て
で
も
丁
寧
に
指

導
し
て
も
ら
え
る
の
で
安
心
で
す
。

ま
た
、
参
加
者
に
は
後
日
、
玉
露
の

新
茶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
下
旬
～
５
月
中
旬
の

う
ち
数
日
間

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
申
込
者
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
８
時
集
合
。
午
後
５

時
ご
ろ
解
散

集
合
・
解
散
場
所
＝
田
辺
中
央
体

育
館
前

茶
園
ま
で
受
け
入
れ
農
家
が
送
迎

し
ま
す
。

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

作
業
内
容
＝
お
茶
の
新
芽
の
手
摘

み
（
昼
食
あ
り
）

申
込
方
法
＝
農
政
課
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
・
は
が
き
・

任
意
の
用
紙
に
、氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
・
℻
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
書
い
て
、
持
参
・
郵
送
・
℻
・
電

子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。電
子
メ
ー
ル
は
タ
イ
ト
ル
を「
出

品
茶
支
援
隊
参
加
申
込
み
」
と
し
、

３
日
以
内
に
返
信
が
な
い
場
合
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
１
通
に
つ
き
１
人
ま

で
。
複
数
名
で
申
し
込
む
場
合
は
、

誰
と
一
緒
か
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
４
月
１４
日
㈮（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
農
政
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所

不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
６
２
、
℻

６４
・
１
３
５
９
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

nousei@kyotanabe.jp

）

京
田
辺
玉
露
を
日
本
一
に

京
田
辺
玉
露
を
日
本
一
に

茶
摘
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

新茶
プレゼント

2 月 5 日、コミュニティホ
ールで第 43 回新春茶香服大
会が開かれ、市内外の小学生
から高齢者まで約 130 人が
参加し、利き茶の腕を競いま
した（＝写真）。
茶香服は、5種類のお茶を、
色・香り・味などから産地・
銘柄を飲み当てる競技で、玉
露のまち京田辺ならではのイ

ベントです。
参加者は五感を研ぎ澄ま
せ、真剣な表情で一煎ずつお
茶を吟味。自分の感性を信じ
て、お茶を飲み当てていまし
た。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

今
号
は
、
新
規
就
農
者
と
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
始
め
た
ば
か
り
の
女
性
に
話
を
伺

い
ま
し
た
。

―
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

こ
の
時
期
は
朝
８
時
か
ら
花
菜
を
収
穫

し
、
袋
詰
め
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
市
場

と
直
売
所
へ
出
荷
し
、
施
肥
な
ど
畑
の
管

理
を
行
い
ま
す
。
夕
方
に
も
収
穫
し
、
夜

８
時
ま
で
袋
詰
め
を
行
い
ま
す
。
夏
の
ナ

ス
の
収
穫
時
期
は
も
っ
と
忙
し
く
、
朝
４

時
か
ら
収
穫
を
始
め
ま
す
。

―
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

新
潟
の
実
家
は
農
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
子
ど
も
の
頃
、
親
が
借
り
て

い
た
市
民
農
園
で
収
穫
す
る
時
間
が
好
き

で
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
い
っ
た
ん
サ
ー

ビ
ス
業
で
働
き
ま
し
た
が
、
自
分
で
何
か

を
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
農

業
へ
の
挑
戦
を
決
意
し
ま
し
た
。
女
性
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
研
修
先
を
探
す
の
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
府
南
部
で

受
け
入
れ
先
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
京
田
辺
市
で
京
都
田
辺
茄

子
の
栽
培
を
教
わ
り
な
が
ら
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
や
花
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。

―
農
業
を
始
め
て
み
て
良
か
っ
た
こ

と
・
苦
労
し
た
こ
と
は

キ
ュ
ウ
リ
は
水
加
減
が
難
し
く
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
や
ナ
ス
も
手
を
掛
け
な
い
と
育

た
な
い
野
菜
で
す
。
そ
の
よ
う
な
「
野
菜

の
声
」
を
聞
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
大
き
な
進
歩
で
す
。
葉
の
色
や
新

芽
の
状
態
を
観
察
し
、
せ
ん
て
い
や
施
肥

な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
失
敗
は
覚
悟
し
て
い
た
も

の
の
、
１０
万
円
分
の
ネ
ギ
の
苗
を
全
滅
さ

せ
て
し
ま
っ
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

複
数
の
作
物
を
育
て
て
い
た
の
で
体
力
が

も
た
ず
、
放
置
し
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
が

原
因
で
す
が
、
並
行
し
て
ほ
か
の
作
物
を

育
て
て
い
た
の
で
、
無
収
入
は
免
れ
ま
し

た
。
複
数
の
野
菜
を
育
て
る
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
を
知
っ
た
貴
重
な
経
験
で
し

た
。―

心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

「
ま
ぁ
い
っ
か
」
と
割
り
切
っ
て
笑
い

飛
ば
す
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
す
。
農
業

は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
。「
も
っ
と
頑
張
れ
ば
で
き
た
の
で
は
」

「
本
当
は
こ
う
し
た
方
が
良
い
の
で
は
」

と
考
え
る
と
切
り
が
な
い
で
す
。
先
の
読

め
な
い
こ
と
へ
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

好
き
だ
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

今
ま
で
農
業
を
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
受
け
入
れ
て
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
農
家
の
人
た
ち
や
、
そ
こ
で
生
ま

れ
た
ご
縁
の
お
か
げ
で
す
。
一
人
前
の
農

家
と
し
て
成
長
し
、
今
度
は
私
が
農
業
を

志
す
女
性
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
を
重
ね
た
い
で
す
。

い
つ
か
本
市
で
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開

き
た
い
と
い
う
佐
藤
さ
ん
。
不
安
も
失
敗

も
笑
い
な
が
ら
向
き
合
う
姿
に
、
佐
藤
さ

ん
の
前
向
き
な
芯
の
部
分
が
伺
え
ま
し

た
。

自分流自分流
㉔夢は農家レストラン

新規就農者の佐藤麻美さん（31）

個性キラリ個性キラリ

新春茶香服大会新春茶香服大会
利き茶利き茶のの腕競う腕競う

【経歴】
新潟県出身。大学卒業後はサービス業に従
事。農家の道を志し、現在は新規就農者とし
て農業に励んでいます。

お昼のひとときに、大住中学校合唱部の若さあふれる美
しい歌声をお届けします。ぜひお越しください。

3 月 31 日金日時 日時 

場所 場所 

曲目曲目

コミュニティホール

上を向いて歩こう
カントリーロードなど

午後 0 時 20 分～ 0 時 50 分

けいはんな

市民雑学大学
3 25 Sat

お茶　京都博始まります始まりますの

府と府南部 12 市町村は、茶産
業の振興・発展と地域の魅力を全
国にアピールするため、4月から
「お茶の京都博」としてお茶にま
つわるさまざまなイベントを行い
ます。春を感じながら歩いて・食
べて・味わって、新しいお茶の魅
力を再発見しませんか。

各地でさくらイベント
お茶の京都博オープニングイベントも

府南部 12 市町村の各地でも、お茶の京都博のさくら
イベントを行います。オープニングイベントの「さくら
茶会」では、お茶の京都博の開会宣言を行います。

問合せ先＝市民参画課（☎64-1314）

撮影：畠中和久

4 月～平成 30年３月4月～平成 30年３月

市と観光協会は、見る人を魅了する名所や絶景ポイント
で春を感じる人気のイベント「花見ウィーク」を開きます。
3月 25 日㈯～ 4 月 2 日㈰の 9 日間、スタンプラリー・
キララ商店街でのいす 1-GP・㈱椿本チエインの千本桜見
学バスツアーなど、楽しいイベントが盛りだくさん。桜や
菜の花が咲き誇る自然豊かなふるさとの春を、家族や友人
と一緒に満喫しませんか。詳しくは、観光協会ホームペー
ジ（http://kyotana.be/）をご覧ください。

桜や社寺など市内を代表する 8カ所の名所を巡り、スタ
ンプを集めよう！ゆっくり楽しみながら巡れるコースを用
意しています。抽選で京田辺ブランド「一休品」をプレゼ
ントします。なお、㈱椿本チエインの千本桜はスタンプラ
リー対象外です。
【スタンプラリー台紙配布場所】
駅ナカ案内所・観光案内所・市役所・市内公共施設など
問合せ先＝駅ナカ案内所（☎ 68-2810）

市内の桜や菜の花・観光名所を歩いて巡りながら、京田
辺の春の訪れを感じませんか。先着 200 人には、専門ガ
イドが見どころを案内します。
日にち＝ 4月 2日㈰
時間＝午前 9時 30 分から
集合場所＝駅ナカ案内所前（近鉄新田辺駅西口）
コース＝馬坂川→防賀川→近鉄興戸駅→ JR同

志社前駅→同志社大
学→大御堂観音寺→
普賢寺ふれあいの駅
（約 9km）
参加費＝ 500 円

（当日受け付けは
600 円）。小学生以
下は無料
申込方法＝電話で申し込んでください
しめきり＝ 3月 24 日㈮
申込・問合せ先＝駅ナカ案内所（☎ 68-2810）

日にち＝ 4月 2日㈰
時間＝午前 10 時～午後 3時
運行時間＝午前 9時 50 分～午後 2時 20 分
発着場所＝近鉄新田辺駅西口公衆トイレ前・市役所ロー
タリー
行き先＝㈱椿本チエイン
無料シャトルバスでのみ入場できます（徒歩も不可）。
内容＝市・㈱椿本チエイン共催のバスツアー。千本桜の
見学、市特産品・京田辺ブランド「一休品」販売会など
敷地内の広場では飲
食（酒類を除く）もで
きます。
参加費＝無料
申し込み＝不要
駐車禁止除外指定車
は、事前に電話で申し
込んでください。
申込・問合せ先＝産
業振興課（☎ 64-1319）

キララ商店街事業協同組合は、2時間耐久事務いすレー
ス「いす -1GP」を開きます。まちおこしイベントとして
国内外に広がりをみせる「いす -1GP」発祥の聖地で、今
年も熱いバトルが繰り広げられます。
予選通過チームによる「いす -1GP」と、予選下位チー
ムによる「いす -2GP」を行う予定で、全国から約 80 チー
ムが出場します。会場では、京田辺ブランド「一休品」の
販売会や、スタンプラリーの台紙配布も行います。
皆さんの熱い声援をお願いします。
日にち＝ 3月 25 日㈯
場所＝キララ商店街内特設コース（近鉄新田辺駅東口す
ぐ）
内容・時間＝▼開会式・午前 9時から▼予選・午前 10
時から▼いす -2GP・正午～午後 1時▼いす -1GP・午後
2時～ 4時▼表彰式・午後 4時 30 分から
問合せ先＝キララ商店街事業協同組合・田原（☎ 090-
8827-9666）

健幸健幸
22Pt

パスポートパスポート

スタンプラリーで特典をゲット！

名所を歩いて巡る「花見ウォーク」

千本桜の見学バスツアー

京田辺花見ウィーク 2017
桜や菜の花の名所で春を満喫

事務いすで競う「いす -１GP」

茶

3/25土

４/2日

４/2日


